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【結果】接種1-2日後のNNタバコとnnタバコにおいて、対象試験では
NtMYB92転写物量が増加傾向にあったが、TMV接種個体では変
化しなかった。N抵抗性を誘導したN.benthamianaでは、感染部位
数、一感染部位での蛍光面積およびGFPやPR4転写物量の増加が
認められた。一方で、NtMYB92のみ発現させた個体では、感染部
位数とGFP転写物量は増加したが、一感染部位での蛍光面積は変
化しなかった。
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第70回日本ウイルス学会学術集会　参加者各位
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To the participants of the 70th Annual Meeting of the Japanese Society of Virology

Notice of changes to program & abstract book

We would like to inform you that the following changes have been made after the program & abstract book was created.
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【結果】接種1-2日後のNNタバコとnnタバコにおいて、対象試験では
NtMYB92転写物量が増加傾向にあったが、TMV接種個体では変化しな
かった。N抵抗性を誘導したN.benthamianaでは、感染部位数、一感染部位
での蛍光面積およびGFP 転写物量が増加し、またPR1a転写物量の減少と
PR4 転写物量の増加が認められた。一方で、NtMYB92のみ発現させた個
体では、感染部位数とGFP転写物量は増加したが、一感染部位での蛍光
面積は変化しなかった。
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